
陸

子

学

禅

考

久

須

本

文

雄

陸
象
山
の
学
禅
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
周

・
張

・
程
諸
子
と
梢

女
異
な
り
、
禅
と
直
接
の
関
連
あ
る
資
料
が
乏
し

い
の
で
、

こ
れ
を

充
分
に
確
証
づ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
可
能
な
限
り
多
面
的
な
観
点
に
立

っ
て
、
彼
の
周
辺
に
於
け
る
関
接
的
な
禅
的

関
連
か
ら
も
、
そ
の
学
禅

の
状
態
を
解
明
し
よ
う
と
思
う
。

象
山
が
、
当
時
に
於
け
る
禅
界
の
誰
に
参
禅
し
て
禅
を
修
学
し
た
か
に
つ
い
て
、
象
山
全
集
に
よ
っ
て
検
索
す
る
も
、

こ
れ
を
窺
う

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
然
し
、
次
の
資
料
に
徴
し
て
、
禅
と
の
交
渉
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
末
の
周
密

(字
公
謹
)

の
斉
東
野
語

(巻
+

一
)
に

横
浦
張
氏
子
紹
、
象
山
陸
氏
子
静
、
皆
以
二其
学
一伝
授
、
而
張
嘗
参
一禅
宗
果
一、
陸
又
参
二果
之
徒
得
光
一、
故
其
学
往
往
流
=於
異
論
唱

而
不
一一自
知
剛。

(明
、
毛
晋
、
津
逮
秘
書
、
第
十
五
集
及
び
明
、
商
溶
、
稗
海
、
第
十
函
所
収
)

と
あ
り
、
同
じ
く
宋
末
の
朱
子
門
人
で
あ
る
陳
淳

(字
北
漢
)
の
答
二趙
季
仁
一書
に

象
山
本
得
昌於
光
老
一。

(北
渓
集
、
第
四
門
、
巻
十
四
)

と
あ
り
、
更
に
明
の
崔
銑

の
楊
子
折
衷

(明
、
湛
甘
泉
著
)
序
に
も

陸
子
学

禅

考
(久
須
本
)

一
二
五



一
二
六

仏
学
至
達

磨
曹
渓
「、
論
転
径
戴
、
宋
大
慧
授
二之
張
子
伽即
、
其
徒
得
光
又
授
二之
陸
子
静
一、
子
静
伝
二之
楊
慈
湖

一。

(湛
甘
泉
先
生
文
集
、
巻
十
七
)

と
あ
る
。
こ
の
斉
東
野
語

.
北
漢
集

・
楊
子
折
衷
序
に
よ
る
と
、
禅
学
を
大
慧
宗
果
が
張
子
紹

(名
九
成
、
号
無
垢
)
に
授
け
、
大
慧

の
徒
得
光
が
象
山
に
授
岐

象
山
が
楊
慈
湖
に
伝
え
た
と
し
て
い
る
・
明
の
陳
建

(号
清
瀾
)
の
学
蔀
通
知
に
・

斉
東
野
語
と
楊
子
折

衷
序
の
該
文
を
引
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
両
文

の
後
に

由
レ之
観
乏

、
然
後
知
琶象
山
養
神
宗
旨
皆
出
二於
宗
呆
得
光
之
緒
余
一、
而
陸
学
無
二復
弁
一　
。

と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
陳
建
が
周

・
陳

・
崔
と
同
じ
く
、
象
山
が
大
慧

の
徒
徳
光
に
参
禅
し
、
徳
光
に
よ

っ
て
禅
要
を
得
た
も
の
と

し
て
象
山
の
学
禅
を
認
め
、
そ
れ
が
彼
の
思
想
に
及
ぼ
し
て
い
る
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
徴

し
て
、

象
山
が
徳

光
に
参
禅
し
て
、
彼
か
ら
直
接
禅
旨
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
学
蔀
通
弁
に
、
陳
建
が
崔
銑
説
の
典
拠
に
つ
い
て

按
、
崔
公
此
叙
其
確
、
第
未
"詳
下得
光
授
二子
静

来
歴
出
恥何
書
占、
必
有
二明
拠
喝、
恨
聞
見
孤
随
、
不
及

ア見
畿崔
公
和

台
之
、

姑
記
侯
7

考
。

(終
篇
、
巻
下
)

と
評
し
て
い
る
が
、
蓋
し
、
崔
銑
は
陳
淳
及
び
周
密

の
所
説
に
拠

っ
て
、
こ
れ
を
楊
子
折
衷
序
に
引
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

陳
淳

及

び
周
密
の
説

の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
今
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
掲

の
崔
銑

の
所
謂
、

子
静
伝
二之
楊
慈
湖
唱は
、

北
漢
集
及
び
斉
東
野
語
に
は
記
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
は
崔
銑
の
説
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
で
触
れ
る
が
、
楊
慈
湖
は
陸
象

山
門
下
に
於
い
て
、
殊
に
禅
的
な
性
格
と
思
想
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
崔
銑
の
説
は
首
肯
せ
ら
れ
る
。

象
山
に
禅
要
を
伝
授
し
た
と
さ
れ
て
い
る
徳
光
の
伝
に
つ
い
て
は
、
仏
祖
歴
代
通
載
(巻
三
+

一
)
・
五
燈
会
元

(巻
二
+
)
・
古
尊
宿
語



録

(巻
四
+
八
)な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
徴
し
て
、
徳
光
伝
を
抄
録
し
て
み
よ
う
。

育
王
仏
照
禅
師

(臨
済
宗
)
は
、
大
慧
宗
呆
禅
師
の
法
資
に
し
て
、
南
獄
懐
譲
下
第
十
六
世
、
姓
は
彰
氏
、
誰
は
徳
光
、

東
庵
と
号

す
。
南
宋
代
、
臨
江
新
喩

の
人
。
十
歳
の
時
、
出
家
せ
ば
法
門
の
梁
棟
に
な
る
と
称
せ
ら
る
。
二
十

一
歳
に
し
て
、

人
の
金
剛
経

を
講
す
る
を
聞
き
、
忽
然
通
解
す
る
所
あ
り
。
こ
の
年
、
東
山
光
化
寺

の
足
庵
吉
禅
師
に
よ

っ
て
薙
髪
し
、
仏
門
に
入
る
。

一
日
、

入
室
し
て
道
を
求
め
示
謳
を
蒙
り
て
省
あ
り
。
後
、
閲
に
入
り
、
福
州
の
西
禅
寺
に
住
し
、
尋
い
で
月
庵
果
に
謁
す
。

育
王
の
大

慧
宗
果
に
参
じ
、
大

い
に
契
悟
す
る
所
あ
り
。
呆
再
び
径
山
を
領
す
る
に
及
び
、
蒋
山
に
応
庵
を
省
し
、
月
余

に
し
て
径
山
に
還

え
る
。
乾
道
三
年

(
二

六
七
)、

李
侍
郎
に
請
せ
ら
れ
て
四
明
の
鴻
福
寺
に
遷
り
、
尋
い
で
天
寧
寺
に
住
す
。

大
い
に
禅
幡
を
挙

揚
す
る
に
及
ん
で
、
四
来
の
雲
柄
踵
を
継
い
て
集
る
。

孝
宗
そ
の
高
風
を
欽
仰
し
深
く
師
に
帰
依
す
。

淳
煕
三
年

(
一
一
七
六
)、

命
じ
て
霊
隠
寺
に
住
せ
し
む
。
同
年
、
召
さ
れ
て
九
重
に
至
り
、
対
応
旨
に
称
い
、
中
観
堂
に
留
ま
ら
し
む
。

特
に
御
類
及
び
仏

照
禅
師
の
号
を
賜
う
。
同
四
年
、
亦
召
さ
れ
て
奏
対
旨
に
か
な
い
、
帝
悦
び
、
親
し
く
寅
翰
を
賜
う
。
よ

っ
て
、

宗
門
直
指

一
篇

を
奏
上
す
。
紹
煕
元
年

(
=

九
〇
)、
帝
、
重
華
宮
に
召
見
し
、
同
四
年
、
勅
し
て
径
山
に
住
せ
し
む
。
慶
元
元
年

(
二

九
五
)、

老
を
以
て
退
隠
を
請
う
こ
と
再
三
、
遂
に
允
許
さ
る
。
嘉
泰
三
年

(
一
二
〇
三
)、
寿
八
十
三
を
以
て
寂
す
。

後
、
普
慧
宗
覚
大
禅

師

の
誰
を
賜
う
。

更

に
、
心
泰

(明
)
の
仏
法
金
湯
編
に
は
、
資
鑑
の
文
を
引
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

淳
煕
三
年
春
、
詔
昌台
州
報
恩
光
孝
寺
住
持
徳
光
一入
見
、
光
以
=二
月
一渡
レ江
、
上
間
、
古
有
二浮
レ笠
而
渡
者
一、

可
レ謂
神

通
一、
光
日
、

宗
門
下
不
7貴
二神
通
一、
只
貴
眼

明
輔、
上
悦
、
勅
住
霊

隠
一継
一遠
之
席
一、
十

一
月
召
光
入
一丙

観
堂
一、
上
間
、
朕
心
与
私

心
一是
同
是

陸

子

学

禅

考

(久
須
本
)

一
二
七



一
二
八

別

、

光

日
、

直

下

無

二第

二
人

一、

上

日
、

急

慶

則

仏

即

是

心

、

心

即

是

仏

、

光

日

、

成
=
一
切

相

一即

心

、

離

二

切

相

「即

仏

、

又

問

、

釈

迦

老

子

雪

山

六
年

、

所

レ成

何

事

、

光

日
、

将

謂

陛

下

忘

却

、

皇

情

大

悦

、

賜
昌号

仏

照

「。

(第
十
四
、
孝
宗
条
下
)

す

な
わ

ち

、

彼

は
育

王
徳

光

で
あ

っ
て
、

径

山

仏

照

徳

光

禅

師

と

も

、

仏

照
禅

師

と

も
称

せ

ら

れ

た
。

そ

れ

で
、

周

密

の
斉

東

野

語

や

②

崔
銑

の
楊
子
折
衷
序
に
於
け
る
所
謂
、
得
光
は
誤
り
で
徳
光
と
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
法
金
湯
編
に
徴
し
て
も
、
徳
光

は
、
淳
煕
三
年
内

観
堂
に
召
さ
れ
て
、
心
即
是
仏
の
禅
要
を
奏
対
し
、
孝
宗

の
帰
依
を
厚
く
し
た
。
徳
光
が
大
慧
に
師
事
し
、

参
禅
弁

道
し
た
る
こ
と
は
、

仏
祖
歴
代
通
載

・
五
燈
会
元

・
古
尊
宿
語
録

・
続
伝
燈
録
な
ど
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
徳
光
は
宋
徽
宗
宣
和
三
年

(
=

二
一
)
に

生
れ
、
南
宋
寧
宗
嘉
泰
三
年

(
=
一〇
三
)
に
、
八
十
三
歳
を
以
て
入
寂
し
て
い
る
が
、
大
慧
は
孝
宗
隆
興
元
年

(
一
一
六
三
)
に
、

七
十

五
歳
を
以
て
寂
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
大
慧
は
徳
光
の
寂
年
よ
り
四
十
年
前
に
寂
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
大
慧
の
寂
年

は
、
徳
光
が
四
十
三
歳

の
時
に
相
当
し
て
い
る
。
象
山
と
大
慧
に
つ
い
て
見
る
に
、
象
山
は
紹
煕
三
年

(
二

九
二
)
、
五
十
四
歳
を
以

て
残
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
二
十
九
年
前
に
大
慧
が
寂
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
慧
の
寂
年
が
象
山
の
二
十
五
歳
に
当
る
の
で

あ

る
。
次
に
、
象
山
と
徳
光
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
徳
光
は
象
山
の
残
年
よ
り
十

一
年
後
に
寂
し
て
い
る

の
で
、
象
山
の
残
年

は
徳
光
の
七
十
二
歳
に
当
る
。
藪
を
以
て
、
象
山
の
徳
光
参
禅
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
明
確
に
推
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

蓋
し
、
象
山
の
晩
年
、
五
十
歳
前
後
頃
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
定
に
よ
る
な
ら
ば
、
徳
光
の
六
十
八
歳
前
後
に
参
禅

し

た
こ
と
と
な
る
。
そ
の
象
山
の
徳
光
師
事
当
時
は
、
大
慧
は
既
に
二
十
数
年
前
に
世
を
去

っ
て
い
る
。
象
山
が
徳
光
に
参
禅
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
既
掲
の
該
書
に
、
彼
が
大
慧
に
参
禅
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
徳
光

の
師
大
慧
に
も
、
参
禅
し

交
渉
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
慧
の
寂
年
が
、
象
山
の
二
十
五
歳
に
相
当
し
て
い
る
か
ら
、
象
山
の
大
慧
参
禅
は
、
年
令
的



に
こ
れ
を
是
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。
象
山
が
大
慧
に
参
禅
し
た
と
す
れ
ば
、

象
山
の
二
十
歳
か
ら
二
十
五
歳
迄
の
数

年

間
で
、
こ
れ
は
大
慧
の
七
十
歳
か
ら
寂
年

の
七
十
五
歳
に
至
る
間
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

朱
子
が

陸
子
静
従
初

亦
学
レ禅
。

(学
蔀
通
弁
、
続
篇
、
巻
上
、
語
類
引
載
)

と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
徳
光
参
禅
が
象
山
の
晩
年
に
属
し
て
い
る
か
ら
、

大
慧
に
よ
る
学
禅
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

大
慧
は
只
管
打
坐
の
黙
照
禅
、
す
な
わ
ち
曹
洞
禅
で
は
な
く
し
て
、
看
話
禅
す
な
わ
ち
臨
済
禅
、
殊
に
楊
岐
派
に
属
し
て
い
た
の
で
、

そ

の
徒
た
る
徳
光
も
、
師
大
慧
の
看
話
禅
を
相
承
し
て
、
臨
済

の
宗
風
を
宣
揚
し
た
こ
と
は
、
論
を
侯
た
な
い
所
で
あ
る
。
弦
を
以
て
、

象

山
が
徳
光
に
参
禅
し
た
こ
と
を
是
認
す
る
限
り
に
於

い
て
、
彼
は
大
慧
及
び
徳
光
の
看
話
禅
的
思
想
を
体
得
し
、

以
て
彼

の
思
想

・

学
説
に
資
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
象
山
の
学
風
を
く
む
王
陽
明
に
、
看
話
禅
的
な
思
想
傾
向
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
を
以
て
、

一
面
象
山
の
看
話
禅
的
傾
向
が
、
陽
明
の
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
象
山
在
世
当
時
も
、

禅
学
が
隆
盛
し
て

い
た
の
で
、
彼
が
徳
光
及
び
大
慧
以
外
に
、
多
く
の
禅
界

の
巨
匠
に
参
禅
し
交
遊
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
り
、
な

お
、
当
時
か
く
の

如

き
事
情
で
あ

っ
た
の
で
、
彼
が
特
に
求
師
求
法
し
て
学
禅
せ
ず
と
も
、
禅
旨

の
大
要
は
こ
れ
を
把
捉
し
て
い
た
も

の
と
す
べ
き
で
あ

る
。象

山
の
仏
学
に
対
す
る
素
養
と
し
て
、
彼
が
閲
読
し
た
る
仏
教
典
籍
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
象
山
全
集
に

某
錐
レ不
二曽
看
一一釈
蔵
教
一、
然
而
樗
厳
円
覚
維
摩
等
経
則
嘗
見
レ之
。

(巻
二
)

と
あ
る
。
か
く
彼
の
述
懐
す
る
所
に
徴
し
て
、
彼
が
禅
家
常
用
の
重
要
経
典
を
閲
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

の
所
謂
、

樗
厳

・

陸

子
学
禅

考

(久
須
本
)

=
一九



一
三
〇

円
覚
の
両
経
は
、
宋
代
に
於
い
て
、
禅
界

の
諸
師
が
盛
ん
に
こ
れ
を
講
唱
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、

一
般
在
俗
の
輩
も
こ
れ
を
請
読
し
た

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
道
元

の
宝
慶
記
に

首
榜
厳
経
円
覚
経
、
在
家
男
女
読
レ之
、
以
為
二西
来
祖
道
唱、
(中
略
)、
近
代
凝
暗
之
輩
、
読
乏

愛
乏

、
円
覚
経
亦
然
。

と
あ
る
に
徴
し
て
、
こ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
得
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
首
携
厳
経
は
禅
家
に
於
い
て
日
用
調
経
の
も
の
で
、
円
覚

.

維
摩
の
両
経
と
共
に
所
依
経
典
で
あ
る
。
彼
は
愛
請
し
た
る
楊
厳

・
円
覚

・
維
摩
の
他
に
、

多
く
の
禅
籍
を
閲
し
た
と
す
る
こ
と
は
首

肯
す
る
に
難
く
な
い
。
彼
が
禅
籍
に
つ
い
て

③

虎
穴
魔
宮
実
為
一仏
事
一、
淫
房
酒
舜
尽
是
道
場
、
維
摩
使
=須
菩
提
置
レ鉢
欲
『去
之
地
一、
乃
其
極
則
当
=是
時
十
地
菩
薩
一。

(象
山
全
集
、
巻
二
)

と
述
べ
て
い
る
所
は
、
上
述

の
三
経
典
中
の
維
摩
経
に
論
及
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
が

一
黙

の
中
に
絶
対
不
二
の
理
を
具
現
し

た
維
摩
詰
と
、
諸
法
皆
空

の
直
解
に
悟
入
し
た
須
菩
提
と
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、

仏
禅
的
見
解

の
尋
常
で
な
い
こ
と
を
証
す
る
も
の

と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
所
謂
虎
穴
魔
宮
実
為
　仏
事
一、

淫
房
酒
搾
尽
是
道
場
は
、

樗
厳
経
に
所
謂
魔
界
如
即
仏
界
如
、

及
び
維
摩

経

に
所
謂
負
瞑
邪
見
即
仏
性
に
彷
彿
し
、
そ
の
他
、
禅
学
に
於
け
る
煩
悩
即
菩
提

・
生
死
即
浬
榮

・
平
常
心
是
道
場
と
趣
を
異
に
し
な

い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
彼
が
最
大
乗
た
る
禅
、
殊
に
看
話
的
な
臨
済
禅
の
見
地
に
立
つ
も
の
と
い
え
る
。
弦
を
以

て
、
彼

の
仏
禅
に

対
す
る
素
養
は
看
過
さ
れ
得
な

い
も
の
で
、
彼
の
思
想

・
学
説
が
禅
的
色
彩
を
帯
び
る
に
至

っ
た
の
は
、
論
を
侯
た
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
彼
が
当
初
か
ら
、
程
伊
川
の
学
風
に
様
焉
た
ら
ず
し
て
、
こ
れ
を
以
て
支
離

の
学
と
な
し
、

兄
程
明
道

の
学
風
に
傾
慕
し
た
こ

と
に
徴
し
て
も
、
そ
の
見
識
の
禅
的
な
る
を
窺
う
に
足
る
。



象
山
の
仏
典
の
渉
猟
に
つ
い
て
述
べ
た
か
ら
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
彼
の
禅
機
的
な
も
の
に
つ
い
て
窺
見
し
よ
う
と
思
う
。
彼
は
幼

少

よ
り
資
性
俊
偉
英
明
に
し
て
、
静
重
な
る
こ
と
成
人

の
如
く
で
、
神
童
的
言
行
多
く
、
事
に
応
じ
物
に
接
し
て
省
発
す
る
こ
と
が
常

で
あ

っ
た
。
三
、
四
歳
に
し
て
、
嘗
て
父
賀
(字

道
郷
)
に

天
地
何
所
=窮
際
一。

(全
集
、
巻
三
十
六
、
年
譜
)

と
発
問
し
た
る
に
、
父
笑

っ
て
答
え
ず
、
遂
に
深
思
熟
考
し
、
寝
食
を
忘
れ
る
に
至

っ
た
。
彼
が
宇
宙
に
対
し
て
大
疑
を
懐
く
底
は
、

群
児
と
異
な
る
も
の
で
、
既
に
そ
の
禅
的
心
機

の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
三
歳
の
時
、
古
書
を
読
み
宇
宙

の
二
字
を
解
し
て

ω

四
方
上
下
目
宇
、
往
古
来
今
日
雷

。

(同
上
)

と
あ
る
を
見
て
、
忽
ち
省
し
て

元
来
無
窮
、
人
与
天
地
万
物
一、
皆
在
=無
窮
之
中
一者
也
。

(同
上
)

と
述
べ
、
こ
れ
を
書
し
て
曰
く

宇
宙
内
事
乃
己
分
内
事
、
己
分
内
事
乃
宇
宙
内
事
。

(同
上
)

と
。
更
に
そ
の
心
境
を
開
陳
し
て

宇
宙
便
是
吾
心
、
吾
心
即
是
宇
宙
、
東
海
有
昌聖
人
一出
焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
、
西
海
有
=聖
人
喝出
焉
、
此
心
同
也
、

此
理
同

也
、
南
海
北
海
有
=聖
人
頃出
焉
、
此
心
同
也
、
此
理
同
也
、
千
百
世
之
上
至
一一千
百
世
之
下
一、
有
=聖
人
一出
焉
、

此
心
此
理
亦
莫
レ不
り

同
也
。

(同
上
)

と
。
陳
建
は
象
山
の
宇
宙
説
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
仏
教
の
法
界
周
遍

・
法
身
常
住
に
類
し
て
い
る
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

陸

子
臼学
目禅
考

(久
須
本
)

一
一一二



一
三
二

按
、
象
山
講
レ学
、
好
説
=宇
宙
字
一、
蓋
、

此
二
字
尽
王
下
四
方
往
古
来
今
噛、

至
大
至
久
、
包
括
無
窮
也
、

如
私
説
性
周
法
界
十

方
世
界
是
全
身
之
類
一、
是
以
昌至
大
無
窮
一言
也
、
如

説̀
下法
身
常
住
不
滅
覚
性
与
昌太
虚
一同
寿
占之
類
剛、

是
以
昌至
久
無
窮
一言
也
。

(学
蔀
通
弁
、
後
篇
、
巻
上
)

象
山
は
こ
の
宇
宙
に
対
す
る
省
悟
を
以
て
、
終
生
彼
の
学
説
の
根
幹
と
な
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
自
己
と
宇
宙
と
の
融
会
不
二

な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
主
客
合

一
の
境
地
を
現
わ
し
た
る
も
の
で
、
禅
学
に
於
け
る
心
境

一
如

・
物
我
同
会

・
万
法
唯
心

・
心
外
無
法

の
所
に
し
て
、
肇
論

(浬
禦
無
名
論
)
に
壊
ユ
ハ
合
於
胸
中
一、
或
は
物
我
冥

一
と
称
す
る
の
と
異
な
ら
な
い
。
弦
を
以
て
、
陳
建
は

此
象
山
宇
宙
無
窮
之
説
、
吾
心
宇
宙
之
説
、

一
言
而
該
二禅
学
之
全
一也
。

(同
上
)

㈲

と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
象
山
十
五
歳
の
時
に
於
け
る
志
学
の
詩

の
中
に

書
非
ソ貴
=口
請
一、
学
必
到
=心
斎
一。

(全
集
、
巻
三
十
六
)

⑥

と
あ
る
が
、
こ
の
所
謂
、
心
斎
は
荘
子

の
人
間
世
に
出
て
い
る
も
の
で
、
真
知
を
得
る
た
め
情
欲
を
掃
除
し
て
、

心
を
静
虚
純

一
に
す

る
功
夫
に
し
て
、
禅
に
於
け
る
無
心
或
は
無
念
に
当
り
、
僧
肇
の
所
謂

般
若
可
昌虚
而
照
「。

(肇
論
、
般
若
無
知
論
)

は
こ
の
意
を
出
で
な
い
。
そ
の
所
謂
、
学
必
到
心
斎
一は
、
宇
宙
便
是
吾
心
、
吾
心
即
是
宇
宙
と
共
に
、
彼
が
心
即
理
説
を
唱
え
る
端
緒

が
弦
に
見
ら
れ
得
る
。
彼

の
幼
少
に
於
け
る
禅
的
風
調
は
、
更
に

学
筍
知
γ本
、
六
経
皆
我
註
脚
。

(全
集
、
巻
三
十
四
)

六
経
註
レ我
、
我
註
二六
経
一。

(同
上
)



の
心
境
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
禅
宗
が

一
切
蔵
経
は
悉
く
吾
心
の

一
字
を
説
く
と
す
る
の
と
類
し
、
な
お
、

平
生
所
「説
、
未
ヨ嘗
有
二
説
一

(全
集
、
巻
三
十
五
)

は
、
世
尊
未
説

・
達
磨
不
識
の
如
き
、

一
字
不
説

・
不
立
文
字

の
禅
的
識
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、

彼
の
禅
機
的
な
も
の
を
見

る
に

俊
山
嘗
云
、
子
静
弟
高
明
、
自
レ幼
己
不
7同
、
遇
レ事
逐
り物
、
皆
有
省
発
一、
嘗
聞
且鼓
声
振
=動
臆
櫨
輔、
亦
諮
然
有
り覚
。

(全
集
、
巻
三
十
六
)

と
。
藪
に
、
白
隠
が
隻
手
の
声
に
よ

っ
て
開
悟
し
、
或
は
香
厳
が
撃
竹

の
声
に
よ

っ
て
省
発
し
、
或
は
霊
雲
が
桃
花

の
開
く
を
観
て
省

悟

し
た
る
如
き
心
機

の
顕
現
が
存
す
る
。
な
お
、
象
山
と
朱
済
道
と
の
対
話
を
見
る
に

朱
済
道
力
称
=賛
文
王
一日
、
文
王
不
レ可
　軽
賛
一、
須
冨是
識
得
文
手

、
方
可
昌称
賛
一、
済
道
云
、
文
王
聖
人
、
誠
非
冨某
所
昌能
識
一、
日
、

識
得
朱
済
道
一便
是
文
王
。

(全
集
、
巻
三
十
四
)

と
。
そ
の
象
山
の
所
謂
、
識
得
朱
済
道
鴨便
是
文
王
は
、
唐
の
清
涼
文
益
が
慧
超
の
如
何
是
仏
の
問
に
対
し
て
、
汝
是
慧
超
と
答
え
た
る

所

(碧
巌
録
、
第
七
則
、
慧
超
問
仏
)
と
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
弦
に
も
、
象
山
の
禅
機
と
、
そ
の
簡
易
直
戴

の
学
風
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
弦
を
以
て
、
王
陽
明
は
象
山
の
学
を
以
て
簡
易
直
戴
と
評
す
る
所
以
で
あ
る
。

象
山
之
学
、
簡
易
直
戴
、
孟
子
之
後

一
人
、
其
学
問
思
弁
致
知
格
物
之
説
、
錐
=亦
未
菟

昌沿
襲
之
累
輔、
然
其
大
本
大
原
、
断
非
余

子
所
.及
也
。

(王
文
成
公
全
書
、
五
、
与
　席
元
山
一)

自
レ是
而
後
、
有
二象
山
陸
子
一、
錐
=其
純
粋
和
平
若
"不
7及
=二
子
一
(周
程
)、
而
簡
易
直
戴
、
真
有
ヨ以
接
=孟
子
歩

陸

子

学

禅

考

(
久
須
本
)

一
三
三



(同

上
、

二
二
四

七
、
象
山
文
集
序
)

簡

易

の
学

を

説

く
象

山

は

天

下

之

理
、

将

下従
一一其

簡

且
易

者

一而

学
者
之

乎

、

将
腎欲

一一其

繁

且
難

者

一而

学

う
之

乎

、

若

繁

難

者
果

足
一一以
為

ツ道

、
労

苦

而

為

レ之

可

也

、

其

実

本

不

レ足
二以

為

つ道

、

学

者

何

苦
=於

繁

難

之

説

一、

簡

旦
易

者

、

又
易

レ知
易

レ従

、

又
信

足

菖以

為

つ道

、

学

者

何

揮

而

不

7為
　簡

易

之

従

一乎

。

(全
集
、
巻

三
+

四
、
語
録
)

⑧

易
簡
工
夫
終
久
大
、
支
離
事
業
浮
沈
、
欲
レ知
魯

v下
升
レ高
処
一、
真
偽
先
須
レ弁
昌只
今
一。
(全
集
、
巻
二
+
五
、
鷲
湖
和
昌教
授
兄
韻
一)

と
、
見
聞
の
煩
項
、
章
句
の
支
離
に
流
れ
る
朱
子
の
学
風
を
難
じ
、

簡
易
直
戴
の
尊
徳
性

の
功
夫
こ
そ
、
遂
に
久
遠
高
大
の
妙
処
に
至

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

陸
禅
共
に
、
人

々
固
有
の
心
地
の
光
明
、
す
な
わ
ち
自
内
存

の
仏
或
は
聖

の
照
見
を
要
諦
と
す
る
を
以
て
、

か

か
る
象
山
の
禅
的
識

見

の
存
す
る
は
当
然
と
す
べ
き
で
あ
る
。
象
山
が
所
謂

汝
曽
知
否
、
建
安
亦
無
嵩朱
晦
翁
一、
青
田
亦
無
=陸
子
静
一。

(全
集
、
巻
三
十
四
)

は
、
天
地
古
今
の
間
、
晦
蕎
も
な
く
子
静
も
な
し
と
す
る
所
で
、
弦
に
は
、
禅
家
に
於
け
る
仏
を
殺
し
祖
を
殺
し
、

人
我
共
に
空
じ
、

一
切
を
呑
了
す
る
底
の
鋭
い
禅
的
見
識
が
見
ら
れ
る
。
藪
を
以
て
、
陳
建
が
学
蔀
通
弁
に
於
い
て

象
山
禅
機
深
密
。

(終
編
、
巻
中
)

此
正
是
象
山
禅
機
深
処
。

(後
編
、
巻
中
)

と
評
す
る
所
、
宜
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
朱
子
が



陸
子
静
分
明
是
禅
。

(朱
子
語
類
、
百
二
十
三
)

と
評
す
る
口
吻
も
首
肯
せ
ら
れ
る
。
な
お

其
人
再
三
称
歎
云
、
天
下
皆
説
昌先
生
是
禅
学
一。

(全
集
、
巻
三
十
四
)

に
徴
し
て
、
当
時

の
者
も
象
山

の
学
風
を
指
し
て
、
禅
学
と
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
象
山
の
思
想
性
行
は
、
禅
味
を
多
分
に

帯

び
て
い
た
た
め
、
高
弟
楊
慈
湖
の
学
が
禅
学
と
化
す
る
に
至

っ
た
の
は
論
を
侯
た
な
い
。
(慈
湖
に
つ
い
て
は
後
述
)

次
に
、
象
山
と
関
係
あ
る
寺
刹
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
全
集
に
徴
し
て
窺

っ
て
見
た
い
。
淳
煕
十
四
年

(
二

八
七
)
、

象
山
四
十
九
歳

の
時
、
門
人
彰
世
昌
の
懇
請
に
よ
り
、
江
西
貴
漢
の
応
天
山
に
赴
き
、

弦
に
象
山
精
舎
を
建
立
し
、
五
十
三
歳
知
荊
門
軍
に
叙
せ
ら
れ

る
迄
、
五
星
霜
の
間
、
象
山
精
舎
に
於
い
て
、
従
容
と
し
て
道
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
象
山
の
由
来
を
与
主
謙
中
書

の
中

に

郷

人

彰

世

昌

新

得

二

山

鴎、

在

二信

之

貴

漢

西

境

一、

距

二徹

庸

一両

舎

而

近

、

唐

僧

有
下所

レ謂

馬

祖

一者
占、
庸

=干

其
陰

一、
郷

人

因

呼

禅

師

山

一、

元

豊

中

有
二僧

螢

者

一、

為

寺

其

陽

桶、

名

日
二応

天

寺

一、

廃

久

　

、

屋
盧

殿

撒
無

7余

、

故

趾

埋
二於

荊
榛

一、

良

田
清

池
没

二於
茅

葦

一、

彰

子

蜴

レ力

開

開

、

結
二

盧

一以

相

延
、

去

冬

嘗

一
登

レ山

、

見
二其

隆

一、

復

建
=
一
草

堂

干
其

東

一、

山

間
亦

粗
、

有

=田
可

ツ耕

、

社

日
後

携

昌二

息

楷

二数

友

朋

登

山

、

盤

旋

数

日
、

尽

発
二藪

山

之

秘

要

領

之

処

、

眼

界

勝

絶
、

乃
向

来

僧

輩

所

7未

レ識

也
、

去

冬

之

堂

在
=寺

故

趾

一、

未

憾
二人

意

嚇、

方

於

勝

処

為

二方

丈

一以

居

、
顧

一視

山

形

一、

宛

然

鉦

象

、
遂

名

以
二象

山

一、
草

堂

則
扁

日
二象

山

精

舎

一、

郷

人

蓋
素

恨

蕊此

山

之
名

辱
二於

異
教

鴨、

今
皆

翁

然

以
二象

山

為

レ称

。

(全
集
、
巻
九
、
与
王
謙

中
書
、

一
)

と
記

し
、

な

お
、

与

=朱

子

淵

あ

書

中

に

も

陸

子

学

禅

考

(久
須
本
)

二
二
五



二
二
六

唐

僧

有
下所

『謂

二馬

祖

一者

上、

嘗
盧

昌干

其

陰

一、

郷

人

因

呼
二禅

師

山

剛、

元

豊

間

、

又

有
二僧

螢

者

一、

為

二寺

其

陽

一、

号

日
二応

天

「、

(以
下

省
略
)
。

(
全
集
、
巻
十

三
、

与
朱

子
淵

書
、
二
)

と

記

し

て

い
る
。

こ

れ

に
よ

る
と

、

象

山

は

唐

代

に

馬

祖

道

一
嘗

て
菰

に
草

鷹

を
結

ん

で

よ

り
禅

師

山

と

称

呼

さ

れ

、

降

っ
て
宋

神

宗

元

豊

年

間

、

僧

螢

が
応

天

寺

を
建

立

し

て
よ

り

、

応

天

山

と

改

称

し

た

と

し

て

い
る
。

か
く

の
如

く

、

象

山

精

舎

の
在

る
象

山

は
、

馬

祖

道

一
及

び
僧

螢

等

が
化

を
厚

く

し

た

る
所

で

、

仏

教

殊

に
禅

宗

と
関

係

が
浅

く

な

い
。

象

山

が
精

舎

の
風
致

及

び
そ

の
周

辺

の
山

景

に

つ

い
て
、

方

丈
答

間

層

轡

畳
瞳

奔

騰

飛

動

、

近

者
数

十

里
、

遠

者
数

百

里
、

争

レ奇

競

レ秀

、

朝

暮

雨

陽

、

雲

煙

出

没

之

変

、

千

状

万

態

、

不

7

可
昌名

模

一、

両

山

廻
=合

其

前

軸、

如

両

曹

環

挨

一、

膏

間

之

田
、

不

レ下

=百
畝

一、

沿

μ流

而

下

、
懸

注
数

里
、

因
右

賦

レ形

、

小

者

如

7線

、

大

者
如

り練

、

蒼

林

陰

甥

、

巨

石
錯

落

、

盛

夏

不
7如
7有

レ暑

、
挾

需

其

間

肖、

可

二以

終
㍗日
。

(
全
集
、
巻

九
、

与
圭

謙
中

一書
、

一
)

巨
陵

特

起

、

宛

然

如

レ象

、

名

日
　象

山

喝、

山

間
自

為

原

鳩

軸、

良

田

清
池

、

無

》異
こ平

野

一、

山
澗

合

為

潔

流

一垂
注

数

里
、

両

崖

有
=

蠕

松
怪

石

幅、

却

略

優

寮

、

中

為

=茂

林

慶

瑠

氷

雪

傾

倒

激

射

一、

飛

=瀧
映

q帯

於

其

間

一、
春

夏

流
壮

、

勢

如

=奔

雷

一、

木

石

自
為

階

梯

一、

可
昌沿

以

観

一。

(全
集
、
巻

二
、
与
昌朱

元
晦
一書
、

一
)

と

叙

し

て

い

る
が

、

そ

れ

に
徴

す

る

と

、
実

に
山

水

絶

佳

に

し

て
境

地

幽

遽

な

る

こ
と

が

知

ら

れ

る

。

彼

が
特

に
該

山

を

愛

し

て

い
た

こ

と

に

よ

っ
て
も

、

か

か

る
禅

的

雰

囲
気

が
、

彼

の
思

想

・
性

格

に
多

大

の
影

響

を

及

ぼ
し

た

る

こ
と

は

首

肯

す

る

に
難

く

な

い
。

象

山

三

十

四
歳

、

乾

道

八

年

(
二

七
二
)
七

月

の
年

譜

に
、

与

顔

子

堅

一書

(
全
集
、
巻

三
+
六
)
を
載

せ

て

い

る
が

、
そ

の
書

中

に

向
者

在

二八

石
寺

一と
あ

る

を
以

て
、
貴

漢

(
江
西
)
近

隣

の
八

石
寺

に
留

在

し

た

と

す

べ
き

で

あ

る

。



淳
煕
二
年

(
=

七
五
)、
象
山
三
十
七
歳
の
時
、
朱
子
と
会
論
し
て
、
遂
に
朱
陸
両
家
の
説
合
わ
な
か

っ
た
が
、

そ
の
所
謂
鵡
湖

の

⑨

会

は

、

江

西

信

州

の
鵡

湖
寺

に
於

い

て

な

さ

れ
、

同

八
年

彼

四

十

三

歳

の
時

、

朱

子

の
請

に

応

じ

て

論

語
義

利

の
弁

一
章

を

講

じ

た

の

は

、

盧

山

の
白

鹿

洞

書

院

で
あ

っ
た
。

殊

に
、

盧

山

は
景

趣

絶

佳

の
幽

境

に
し

て
、

東

林

・
開

先

.
西

林

.
天

池

.
能

仁

等

の
禅

刹

散

在

し

て
江

南

仏

教

の
枢

要

の
地

で
あ

る
。

彼

は
盧

山

に
赴

い

た
節

、

該

山

の
禅

刹

を

訪

歴

し

た

も

の
と
思

わ

れ

る
。

同

十

三

年

、

四

十

八
歳

に

し

て
郷

に
帰

り

講

席

を

設

け

た

が

、
従

学

す

る

も

の
多

く

環

坐

率

二

三
百

人

、

至

レ不

レ能

レ容

、

徒

一寺

観

一。

(
全
集

、
巻

三
+

六
、
年
譜
)

と
あ

る
如

く
、

席

を
寺

刹

に
移

し

た

る

程

の
盛

況

で

あ

っ
た
。

同

十

五
年

、

彼

五
十

歳

の
秋

八

月

、

倦

厳

に
遊

ん

で

い
る

が
、

こ

の
時

、

新

興
寺

に
赴

き
、

題

一新

興
寺

壁

一
(全
集
、
巻

二
+
)
を

も

の
し

て

い
る

。

す

な

わ

ち

、
年

譜

に

秋

八

月

遊
二倦

厳

一、

題

二新

興

寺

壁

。

(全
集
、
巻
三
+
六
)

と

あ

る

。

翌

十

六

年

の
年
譜

に

(
冬

至

)

後

三

日

、

遊
　翠

雲

寺

一、

題
一一名

干

壁

一。

(
同
上
)

と

あ

る

か
ら

、

五

十

一
歳

の
晩

に
翠

雲

寺

(題
昌翠
雲
寺
壁

、
全
集
、
巻

二
+
)
に
遊

ん

で

い
る

こ

と

が
知

ら

れ

る
。

そ

の
後

、

紹

煕

二

年

(
一
一
九

一
)
五

十

三
歳

の
年

譜

を
見

る

に

祓

嵩資

国
寺

雄

石
鎮

帖

一、

寺

在

二象

山
之

西

趾

輔、

隔

漢

之

山

間

、

先

生

往

来

必

憩

焉

。

(
全
集
、
巻

三
+

六
)

と
あ

る
。

こ

れ

に
よ

る
と

、

同

年

春

、

象

山

の
西

趾

に

あ

る
資

国
寺

(駿
昌資
国
寺
雄
石
鎮
帖
一、
全
集

、
巻

二
十

)
に
遊

行

す

る

こ

と
屡

女

で

⑩

あ

っ
た
。
全
集
、
巻
二
十
五
に
、
題
=慧
照
寺
あ

詩
を
収
録
し
、
そ
の
中
に
春
日
重
来
慧
照
山
と
あ
る
に
徴
し
て
、
慧
照
寺
を
訪
歴
し
た

陸
子
学

禅

考
(久
須
本
)

コ
ニ七



コ
ニ
八

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
年
譜
に
徴
す
る
も
、
そ
の
訪
刹
年
歳
を
詳
に
し
な
い
。
上
述
の
如
く
、
彼
は
八
石
寺

・
鵡
湖
寺

・
盧
山

・
新
興
寺

・
象
山

・
翠
雲
寺

・
資
国
寺
そ
の
他
、
慧
照
寺
等
に
遊
歴
し
て
い
る
が
、
彼
が
こ
れ
ら
各
刹
各
山
の
雰
囲
気
か
ら
受
け
た
る
仏
禅
的
な

影
響
は
、
鮮
少
で
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

終
り
に
、
象
山
の
家
学
及
び
交
友

・
先
輩
に
つ
い
て
、
そ
の
禅
的
環
境
を
窺
い
、
以
て
か
か
る
関
連
か
ら
も
、

彼
に
禅
的
趣
致
が
か

も
さ
れ
た
所
以
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

象
山
全
集
、
巻
三
十
六
、
年
譜
に
よ
る
と
、
象
山
の
祖
父
獣
は
、
殊
に
釈
老

の
学
を
好
み
、

父
賀
は
心
を
典
籍

に
究
め
実
践
躬
行
を

本
と
し
た
。

賀
の
第
四
子
陸
俊
山

(名
九
紹
、
字
子
美
)
は
、
復
斎

・
象
山
の
兄
に
し
て
、
嘗
て
朱
子
に
書
を
与
え
て
、

周
篠
漢
の
太
極
図
説
は
、

通
書
と
類
せ
ざ
る
を
以
て
そ
の
作
に
あ
ら
ず
と
論
じ
、
往
復
弁
難
す
る
所
が
あ

っ
た
。
彼
は
科
挙
を
事
と
せ
ず
、

二
弟
と
共
に
古
学
を

講
じ
て
い
た
。
峻
山
日
記

(象
山
全
集
、
巻
三
十
六
末
所
収
)
は
、
居
家
正
本
と
居
家
制
用
の
両
篇
よ
り
な
る
が
、
学
問
は
名
利
の
た
め
に

す

る
に
あ
ら
ず
し
て
、
道
を
知
る
た
め
に
な
す
こ
と
を
説
き
、
殊
に
後
者
は
日
用
経
済
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

彼

の
徳
性
及
び
名
利

に

つ
い
て
の
説
を
、
居
家
正
本
に
徴
し
て
見
る
に

秀
異
者
入
『学
、
学
而
為
壬

、
教
=之
徳
行
一、
愚
謂
、
人
之
愛
レ子
、
但
当
ヨ教
乏

以
二孝
弟
忠
信
鴨、
所
7読
須
ニ
ハ
経
論
孟
幅。

今
行
=孝
悌
一本
二仁
義
一、
則
為
賢

為
レ知
、
賢
知
之
人
、
衆
所
尊

仰
一、
(中
略
)
、
豊
非
丁得
其
本
一而
末
自
随
上乎
、
(中
略
)、
豊
非
督趨
其

末
市

本
末
倶
廃
上乎
。

夫
謀
レ利
而
遂
者
不
二百

一
一、
謀
り名
而
遂
者
不
二千

一
一、
今
処
世
不
レ能
二百
年
一、
而
乃
徽
=幸
干
不
百

一
不
千

一
之
事
一、
量
不
二療
甚
断　



哉
。

'

と
。

彼

に

よ

る

と
、

学

問

は
名

聞

利

欲

の
た

め

に

す

る

に
あ

ら
ず

し

て
、

道

を

知

る

に
あ

る

も

の
で
、

須

ら

く

本

を
務

む

べ

き

で
あ

る
。

要

す

る

に
、

彼

の
学

問

は
尊

徳

性

を

主

と

し

、
併

せ

て

経

済
実

用

を
重

視

す

る

も

の
で
あ

る
。

賀

の
第

五
子

陸

復

斎

(
名

九

齢

、

字

子

寿

)

は
、

峻

山

の
弟

に

し

て
幼

よ

り

穎

悟

、

弟

象

山

と

共

に
江

西

二
陸

と
称

せ
ら

れ

た

。

嘗

て
、

彼

は
朱

陸

と
共

に
鵡

湖

寺

に
会

し

た

。

彼

も

兄

竣

山

と

同

じ

く
極

め

て
着

実

な

学

を

な

し

、

そ

の
伝

に

所
謂

深

観

黙

養

(宋

元
学
案
、

巻

五
十

七
)
、

或

は

声

気

容

色
応

対

進

退

、

乃

致

知

力

行

之

原

、

不

"若

レ是

、

而

従

=事

干

箋

注

訓

詰

之

間

言

語

議

論

之

末

一、
無

下乃

与

舌

之

講

"学

者

一異
占

鰍

。

(同
上
、
与
昌張
敬
夫

一)

身

体

心

験

使
丁吾

身

心

与
二聖

賢

之

言

一相

応
占、

択

一其

切

邑

者

動

而

行

レ之

。

(同
上
、
答

主

漢

臣
一)

に
徴

す

る

と

、

そ

の
学
風

の
内

省

的

・
践

履

的

な

る

こ
と

が

知

ら

れ

る

。

な

お

、
彼

が

不
り知

レ命

無
ヨ以

為

　君

子

唱、

此
意

不
レ可

7不
二先

講

習

一、

習

到
智臨

呂利

害

得

朱

、

無

=憂

催

心

桶、
平

時

胸

中

泰

然

無

岨計

較

心
占、

則

真

知
レ

命

A矢
。

(同
上
、
与
昌劉
福
聖

一)

或

は

鵡

湖

示
=同

志

詩

の
中

に

該

提

知

"愛

長

知

レ欽

(
敬

)
、

古

聖

相

伝

只

此

心
。

(
同
上
)

と

称

す

る

所

は

、

利

欲

を

去

り
此

の
心

を
存

す

る
を

以

て
、

学

問

の
本

領

と

す

る

も

の
で
あ

り

、

黄

東

発

が

所

謂

復

斎

之

言

、

視
二孔

孟

一、

似

頗

直

戴

一也

。

(
同
上
)

陸

子

学

禅

考

(
久
須
本
)

コ
ニ
九



一
四
〇

に
徴
す
る
も
、
極
め
て
簡
易
直
戴
的
で
あ
る
。
こ
れ
俊
山

・
象
山
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
陸
学
の
特
色
を
な
す
も

の
と
い
え
る
。
象

山

の
学
友
劉
静
春
が

陸
子
寿
兄
弟
之
学
、
頗
宗
=無
垢
唱。

(同
上
、
巻
五
+
七
)

と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
復
斎

・
象
山
の
学
が
、
大
慧
に
参
禅
交
遊
し
て
禅
要
を
得
た
る
張
無
垢
の
所
謂

或
問
、
六
経
与
入

心
所

得

如
何
、
日
、
六
経
之
書
、
焚
焼
無
レ余
、
而
出
=干
人
心
同者
常
在
、
則
経
非
紙

上
語
一、

乃
人
心
中
理
耳
。

(同
上
、
巻
四
十
、
横
浦
学
案
)

な

る
思
想
傾
向
を
本
と
し
た
る
と
共
に
、
彼
の
禅
的
学
風
に
も
拠

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
朱
子

の
所
謂上

察
之
説

一
転
而
為
二張
子
紹
一、
子
紹

一
転
而
為
=陸
子
瀞

。

(同
上
、
巻
二
+
四
)

も
、
禅
味
溢
れ
る
謝

・
張
二
子
の
学
が
、
象
山
始
め
復
斎
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
父
祖
殊
に
、
俊

山

・
復
斎
両
兄
の
簡
易
直
戴
実
践
躬
行
を
旨
と
す
る
学
風
が
、
弟
象
山
に
も
影
響
し
て
禅
的
な
趣
を
醸
し
、
他
面
、

謝

・
張
二
子
の
象

山
に
与
え
た
禅
的
影
響
も
看
過
で
き
な
い
。

象
山
の
講
友
林
父
軒

(名
光
朝
、
字
謙
之
)
は
、
象
山
よ
り
二
十
五
歳
の
年
長
に
し
て
、
陸
景
端

(字
子
正
)
に
従
学
し
て
聖
賢
践

履

の
学
に
専
念
し
た
。
交
軒
学
案

(宋
元
学
案
、
巻
四
十
七
)
に
よ
る
と

未
嘗
著
"書
、
惟
口
一一授
学
者
輔、
使
=之
心
通
理
解

。

嘗
日
、
道
之
本
体
全
二干
太
虚
一、
六
経
既
発
一萌
之
一、
後
世
注
解
已
渉
昌支
離
一、
若
復
増
加
道
愈
遠
　
。



又
日
、
日
用
是
根
株
、
言
語
文
字
是
注
脚
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
徴
し
て
も
、
彼
が
践
履
を
重
視
し
て
、
言
詮
に
馳
せ
ざ
る
学
風
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
所
謂
言
語
文
字
是

注
脚
は
、
象
山
が

「
六
経
を
以
て
我
の
注
脚
」
と
道
破
し
た
る
趣
と
同
じ
で
、
禅
ま
た
然
り
で
あ
る
。

象
山
の
前
輩
林
竹
軒

(名
季
仲
、
字
灘
成
)
は
、
宣
和
の
進
士
に
し
て
、
象
山
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
四
歳
で
あ
る
。
竹
軒

の
直
閣
送
=

虞
仲
琳
軸詩

(宋
元
学
案
、
巻
三
十
二
)
に

儒
生
底
用
=苦
知
一書
、
学
到
二根
源
物

物
無
、
曽
子
当
年
多
二

唯
一
(論
語
、
里
仁
)、
顔
淵
終
日
只
如
愚

(論
語
、
為
政
)、
水
流
畠万
堅

心
無
レ就
、
月
落
=千
山
影

自
孤
、
把
二手
沙
頭
一莫
レ言
レ別
、
与
レ君
原
不
レ隔
昌江
湖
一。

と
あ
る
が
、
こ
れ
竹
軒
の
心
を
主
と
す
る
簡
易
の
学
風
を
窺
う
の
み
な
ら
ず
、
禅
的
風
格

の
存
す
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
祖

望
が

已
開
二象
山
宗
旨
}ム矢
。

(同
上
)

と
称
す
る
所
に
よ

っ
て
も
、
象
山

へ
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

弦
に
林
斐
軒
の
師
陸
子
正
が
、

従
学
し
た
る
王
震
沢

(名
頻
、
字
信
伯
)
(宋
元
学
案
、
巻
二
+
九
、
震
沢
学
案
)
に

つ
い
て
附
記
す
る

に
、
彼
は
伊
川
に
師
事
し
た
が
、
そ
の
学
風
却

っ
て
明
道

・
上
察
に
近
似
す
る
如
く
で
あ
る
。
全
祖
望
は
彼
を
評
し

て

王
信
伯
極
為
亀

山
所
7許
、
而
晦
翁
最
財
レ之
、
其
後
陽
明
又
最
称
レ之
、
予
読
信
伯
集
一、
頗
啓
=象
山
之
萌
芽

。

(同
上
)

と
。
す
な
わ
ち
、
上
票

・
震
沢
の
二
子
は
、
象
山
の
先
駆
を
な
し
た
る
を
以
て
、
朱
子
は
震
沢
を
既
殿
し
、

陽
明
は
彼
を
推
尊
し
た
の

で
あ
る
。
震
沢
の
学
が
、
象
山
の
萌
芽
を
啓
き
、
か
つ
そ
れ
に
近
き
は
、
禅
に
近
似
す
る
こ
と
を
証
す
る
所
以
と
も
な
る
。

藪
を
以
て
、

陸

子
学
禅

考

(久
須
本
)

一
四
一



一
四
二

朱

子

が

彼

を

既

す

る

所

以

で

も
あ

る
。

震

沢

の
伝

に

非

レ伝
二聖

人

之

道

唱、

伝

=其

心
哨也
、

非

伝

=聖

人

之

心

一、

伝
二己

之

心

唱也

、

己

之

心
無

臭

=聖

人

之

心
一、

万

善

皆

備

、

故

欲

"伝
呂亮

舜

以

来

之

道

一、

拡
昌充

是

心

一焉

耳

。

(
同
上
)

と
あ

る

が
、

こ

れ

は
禅

家

に
所

謂

以

心

伝

心

の
説

に

し

て
、

凡

聖

一
心

・
生

仏

不

二

の
所

で
あ

る
。

な

お

問

、

如

何

是

万

物

皆

備

手

我

輔、

先

生

正

レ容

日
、

万

物

皆

備
二干

我

一、

某

干

書
目
下

一有

省

。

(同

上
)

と

い

え

る

は
、

全

祖

望

が

此

亦

近
=乎

禅

家

指

点

之

語

一。

(同
上
)

と

評

す

る
如

く

、

唐

の
法

眼

禅
師

清

涼

文

益

(
八
八
五
-
九

五
八
)

の

有
二禅

者

嚇、

問

、

如

何

是

曹

源

一
滴

水

、
法

眼

日

、

是

曹

源

一
滴

水
、

紹

聞

大
悟

。

(
人
天
宝
鑑
、
上
)

に

於

け

る

埣

啄

同
時

の
機

と
趣

を
同

じ

く

す

る

も

の
で

あ

る

。

程

明

道

.
謝

上
察

よ

り

王
震

沢

・
陸

子

正

を

経

て

、
林

支

軒

に

伝

承

さ

れ

た

る
禅

的

な
簡

易

直

戴

に
し

て
心

を

主

と

す

る

学

が

、

象

山

に

影
響
し

た

と

い
う

べ
き

で
あ

ろ

う

。

す

な

わ

ち

、

全

祖

望

が

程
門

自

一一謝

上
察

一以
後

、

王
信

伯

林

竹

軒

張

無

垢

至

二林

交
軒

一、

皆

其

前

茅

、

及

二象

山

噌而

大
成

。

(宋

元
学
案
、
巻

五
十

八
)

⑪

と
評
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
な
お
、
象
山
の
学
友
に
し
て
禅
的
な
慈
湖
の
父
で
あ
る
、
楊
庭
顕

(字
時
発
)
の
心
を
主
と
す
る
禅
に
近

い
学
風
も
、
象
山
に
影
響
し
た
る
所
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
終
り
に
、
陸
学
の
後
継
、
殊
に
楊
慈
湖
に
つ
い
て
附

記
す
る
こ
と
と
す

る
。



楊
慈
湖

(名
簡
、
字
敬
仲
)
は
、

漸
江
慈
漢
の
人
。
孝
宗
乾
道
五
年

(
一
=
ハ
九
)、
進
士
の
第
に
登
り
、

富
陽
縣
主
簿
に
調
せ
ら
る
。

嘗
て
反
観
し
て

天
地
万
物
通
為
昌
一
体
唱、
非
=吾
心
外
事
一。

(宋
元
学
案
、
巻
七
十
四
)

と
称
す
。
慈
湖
、
富
陽
に
あ
り
し
時
、
象
山
に
会
し
屡
女
本
心
の
二
字
を
提
起
す
。
象
山
が
是
な
る
者
は
そ
の
是
な

る
を
知
り
、
非
な

る
者

は
そ
の
非
な
る
を
知
る
の
が
、
す
な
わ
ち
本
心
な
り
と
説
く
を
聞
き
て
、
深
く
覚
り
始
め
て
入
門

の
礼
を
執
る
。

慈
湖
は
天
性
剛

毅
に
し
て
自
信
に
強
く
、
そ
の
性
格
は
象
山
に
類
し
て
い
る
。
彼
は
象
山
に
倣

っ
て
平
生
践
履
を
主
と
し
、

一
点
の
蝦
珀
な
く
、
閨
門

に
処
る
こ
と
大
賓
に
対
す
る
が
如
く
、
闇
室
に
あ
る
こ
と
上
帝
に
臨
む
が
如
く
、
終
生
就
競
敬
謹
し
て
、
未
だ
嘗
て
須
奥
も
放
逸
し
な

か

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼

の
高
潔
恭
敬
な
る
こ
と
こ
れ
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
。

慈
湖
は
師
象
山
の
唯
心
説
を
継
承
し
祖
述
し
て
、
心
は
唯

一
無
二
に
し
て
、
宇
宙
の
根
源
的
本
体
と
な
し
て
い
る
。

彼
が
心
に
つ
い

て
記
す
る
所
を
、
宋
元
学
案
、
巻
七
十
四
に
徴
し
て
見
る
に

人
心
自
明
、
人
心
自
霊
。

(絶
四
記
)

至
霊
至
明
之
心
。

(同
上
)

無
強
無
弱
者
心
也
、
無
断
無
続
者
心
也
。
(己
易
)
吾
性
澄
然
清
明
而
非
物

、
吾
性
洞
然
無
際
而
非
レ量
。
(同
上
)

と
あ

る
。
な
お
、
彼
の
説
を
見
る
に
、
す
な
わ
ち
、
心
は
本
来
至
霊
至
明
に
し
て
、
強
弱
断
続
な
く
、
少
壮
衰
老
の
別
な
く
、
無
始
無

終
遠
近
小
大
な
く
、
古
今
前
後
な
き
当
体
で
あ
る
。
而
し
て
、
本
来
霊
明
広
大
な
る
心
は
、
外
に
求
め
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
先
天
固
有

の
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
絶
四
記
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

陸
子
学

禅

考
(久
須
本
)

一
四
三



一
四
四

是

非

之

心

、

人

皆

有

レ之

、

仁

義

礼

智

、

非

宙

"外

鎌

哨、

我

固

有

レ之

也
。

人

皆

有

一至
霊

至

明

広

大

聖

智

之
性

一、

不

一仮

レ外

求

一、

不
=由

レ外

得

一、

自

本

自

根

自

神

自

明

。

清

明

之

性

、

人

之

所
昌自

有

輔、

不
=求

而
獲

一、

不
二取

而

得

一。

弦

を
以

て
、

万

物

は

我

が

心

の
外

に
存

在

す

る

の

で
な

く

、

総

べ

て

唯

心

の
現

れ

で
、

天

地

は
我

の
天

地

に

し

て
、

そ

の
変

化

は
我

の

変

化

で
あ

り

、

天

地

の
清

明

博

厚

は
我

の
清

明

博

厚

で
あ

り

、

天

地

の
形

象

は
我

の
為

す
所

で
、

内

外

な

く

異
殊

な

き
も

の

で
あ

る
。

天

地

万
物

、

通
為

二

体

一、

非

吾

心

外

事

一。

(
伝
記
)

礼

儀

三

百

威
儀

三

千
、

非

一吾

心
外

物

一也
、

故

日
、

性

之
徳

也
、

合

=内

外

一之

道

也

。

(己

易
)

天

地

我
之

天

地
、

変

化

我

之

変

化

也

、

非
=他

物

一也
。

(同

上
)

地

清

明
者

吾

之

清

明

、

博

厚

者

吾

之

博

厚

、

而

人

不
　自

知

噛也

、

天

者

吾
性

中

之

象

、

地

者
吾

性

之
形

、

故

日
、
在

レ天

成

レ象

在
レ地

成

レ形

、

皆

我

之

所

レ為

也

、

混

融

無
昌内

外

一、

貫

通

無

二異
殊

一。

(同

上
)

な

お
、

学

蔀

通

弁

に
、

彼

の
遺

書

と

し

て

載

せ

て

次

の
如

く

記

し

て

い
る
。

即
達

磨

謂

、

従

上

諸

仏

、

惟

以

レ心

伝

レ心
、

即

心

是

仏

、

除
二此

心

一外

、

更

無

二別

仏

一、

汝

問

7我

、

即

是

汝

心
、

我

答

7汝

、

即

是

我

心
、

汝

若

無

心

、

如

何

解

レ問

レ我

、

我

若

無

心

、

如

何

解

7答

γ汝

、

観

『此
益

験

、

即

日
用

平

常

之

心
、

惟

起

レ意

為

木

善

一、

此

心

至

妙

、

婁

容

茄

損

一、

日
月

星

辰

即

是

我

、

四

時

寒

暑

即

是

我
、

山

川
人

物

即
是

我

、

風

雨
霜

露

即

是

我

、

鳶

飛

魚

躍

無

「非

レ我

。

(後
編
、
巻

上
)

す

な

わ
ち

、

彼

は
我

以

外

に

天

地

万
物

の
存

在

を
認

め

ざ

る
も

の
で

、

明

ら

か

に

唯

心

論

的

立

場

に
あ

る
。

こ

れ

万
法

唯

一
心

・
心



外
無
法
の
所
に
し
て
、
禅
学
に
於
け
る
唯
心
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
彼
は

吾
未
レ見
二夫
天
与
レ地
与
入

之
有
つ三
也
、
三
者
形
也
、

一
者
性
也
、
亦
日
道
也
、
亦
日
易
也
、
名
一言
之
一不
向

、

而
其
実

一
体
也
。

(己
易
)

忽
覚
下空
洞
無
=内
外
一、
無
=際
畔
一、
三
才
万
物
、
万
化
万
事
、
幽
明
有
無
、
通
為
二

体
一、
略
無
蹴縫
纏
占。

(学
蔀
通
弁
、
後
編
、
巻
上
)

と
、
天
地
人
三
才
を
以
て

一
体
と
な
す
も
の
で
、
禅
家

の
一
体
観
と
異
な
ら
な
い
。
彼
が

一
日
洞
覚
則
知
=生
死
之
非
ツニ
　
。

(同
上
)

と
称
す
る
は
、
禅
門
に
於
け
る
死
生

一
如
の
人
生
観
に
し
て

此
心
常
見
=干
日
用
飲
食
之
間
造
次
顛
浦
之
間
一、
而
人
不
二自
省
唱。

(同
上
)

は
、
唯
心
が
日
用
常
行
底
に
所
現
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
禅
ま
た
然
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以

上
に
徴
し
て
も
、
慈
湖
の
宇
宙
論

・
心
性
論

・
人
生
観
は
、
禅
学
の
そ
れ
と
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
禅
家

の
唯
心
説
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
彼
が
師
象
山

の
禅
的
な
思
想
性
行
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
論
を
侯
た
な
い
が
、

彼

の
性
格
と
学

禅
と
に
負
う
所
も
少
く
な
し
と
し
な
い
。
彼

の
学
説
は
、
象
山
の
そ
れ
と
同
じ
で
禅
学
と
称
す
べ
く
、
上
掲

の
如
く
、

達
磨

の
心
論
を

引
く
所
に
よ
っ
て
も
、
い
か
に
達
磨
禅
に
意
が
向
け
ら
れ
て
い
た
か
が
知
ら
れ
る
。
藪
を
以
て
、
陳
建
も

愚
按
、
象
山
慈
湖
錐
=皆
禅
一、
然
慈
湖
之
禅
直
、
象
山
之
禅
深
、
慈
湖
明
尊
達
磨
一。
(学
蔀
通
弁
、
後
編
上
)

と
称

す
る
所
以
で
あ
る
。
更
に
、
陳
建
は
象
山

・
慈
湖
の
思
想
が
共
に
禅
的
な
る
も
、
象
山
に
於
い
て
は
そ
れ
が
潜
在
的
で
あ
り
、
慈

湖
に
於
い
て
は
顕
在
的
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

陸
子

学
禅

考

(久
須
本
)

一
四
五



一
四
六

慈
湖
、
(中
略
)、

一
切
吐
露
無
レ隠
、
若
二象
山
一則
遮
掩
諦
蔵
、

一
語
不
青

如
り此
道
輔。

(同
上
)

究
=陸
学

一
派
唱、
惟
象
山
工
=於
遮
掩
一、
禅
機
最
深
。

(同
上
)

象
山
が
隠
禅
的
で
あ
る
だ
け
、
禅
機
が
深
玄
と
も
い
え
る
。
陳
建
が
、
慈
湖
の
禅
を
直
と
し
た
る
に
対
し
て
、
象
山

の
禅
を
深
と
評
し

た
る
こ
と
が
首
肯
せ
ら
れ
る
。
藪
を
以
て
、
象
山
は
陽
儒
隠
禅
の
識
あ
る
を
免
れ
な
い
所
で
あ
る
。
然
し
、
黄
宗
義
が

学
=象
山
一而
過
者
也
。

(宋
元
学
案
、
巻
七
+
四
)

と

い
え
る
所
を
以
て
す
る
と
、
慈
湖
は
象
山
の
主
観
的
工
夫
を
得
て
、
更
に

一
歩
を
進
め
た
も
の
で
、
象
山
よ
り
も
禅
的
で
あ
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
象
山
門
下
数
百
、
そ
の
中
著
名
な
も
の
は
、
楊
慈
湖

・
蓑
黎
斎

(名
換
、
字
和
叔
)

・
艀
広
平

(名
隣
、
字
元
質
)

⑫

・
沈
定
川

(名
燥
、
字
叔
晦
)
の
四
先
生
と
称
せ
ら
れ
、
皆
陸
学
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
が
、

殊
に
慈
湖
に
よ
る
所
多
と
す
べ
き
で
あ
る
。

然

し
全
祖
望
が

壊
=其
教
一者
実
慈
湖
。

(宋
元
学
案
、
巻
七
十
四
)

と
称
す
る
如
く
、
象
山
の
学
を
し
て
、
そ
の
弊
を
長
ぜ
し
め
非
難
の
焦
点
た
ら
し
め
た
の
も
、
ま
た
慈
湖
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
い
か

に
彼

の
学
説

・
思
想
が
禅
的
で
あ
り
、
陸
学
を
し
て
益
々
禅
学
に
近
似
せ
し
め
た
か
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
於
い
て
、
陸
象
山
の
禅
的
環
境
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
藪
に
要
約
し
て
み
よ
う
。
象
山
は
大
慧

の
徒
徳
光

に
参
禅
し
た
る
も
の
で
、
そ
れ
は
彼
の
五
十
歳
頃
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
彼
は
徳
光
の
師
大
慧
に
も
中
年
頃
参
禅
し
、

交
渉
が
あ

っ
た

も

の
と
思
わ
れ
る
。
弦
を
以
て
、
大
慧
及
び
徳
光
に
於
け
る
臨
済
の
看
話
禅
を
体
得
し
、
そ

の
彼
が
受
け
た
禅
的
影
響
は
多
と
す
べ
き

で
あ
る
。
彼
が
禅
家
所
依
の
経
典
た
る
携
厳

・
円
覚

・
維
摩
そ
の
他
の
禅
籍
を
閲
し
た
こ
と
は
、

彼
の
禅
的
素
養
の

一
端
を
証
す
る
も



の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
に
は
禅
機

の
歴
然
た
る
も
の
が
存
し
、
そ
の
崩
芽
は
既
に
彼

の
幼
少
期
に
見
ら
れ
る
。

次

に
彼
の
訪
刹
で
あ

る
が
、
鵡
湖

・
新
興

・
翠
雲

・
資
国

の
各
仏
刹
、
並
び
に
禅
趣
に
溢
れ
た
盧
山

・
象
山
を
遊
歴
し
て
、

そ
の
受
け
た
感
化
は
鮮
少
で
な

い
。
終
り
に
、
彼

の
家
学
及
び
先
輩
知
友

の
関
係
で
あ
る
が
、
稜
山

・
復
斎
両
兄
の
内
省
的

・
実
践
的
に
し
て
簡
易
直
戴
な
学
風
が
象

山

に
影
響
し
、
そ
れ
が
彼
に
禅
的
な
も
の
を
、
醸
成
せ
し
め
る
素
因
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
、

謝
上
黎

・
張
無
垢

の
禅
的
学
風
が
、
関
接
的
に
も
象
山
に
及
ぼ
し
、
そ
の
先
駆
を
な
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
明
道

・
上
察
よ
り
震
沢

.
子
正
を
経
て
講
友
林
交
軒
に
伝
わ

っ
た
、
心
を
主
と
す
る
簡
易
直
裁
な
学
風
と
、

そ
の
彼
ら
の
禅
的
思
想
と
が
、
象
山
に
及
ぼ
し
た

こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
所
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
象
山
の
家
学
と
そ
の
先
輩
講
友
と
に
よ

っ
て
も
、
象
山
の
学
を
大
成
せ
し
め
、

更
に

彼
を
し
て
禅
的
た
ら
し
め
た
も
の
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
象
山
が
禅
的
な
思
想

・
性
格
を
、
醸
成
す
る
に
適
し
た
条
件
の
下
に
あ

っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
末
尾
に
象
山
の
経
歴
略
表
を
記
し
て
お
く
。

高
宗

紹
興
九
年

西
紀
一
一
三
九
生

十

三

歳

二二

十
十

五

歳 歳

 

三

十

四
、

五

歳

三

十

七

歳

●●●●●●

物

我

一
体

の
理

を
省
発
、
幼
少

よ
り
禅
機
あ
り
。

尖

慧
(自
七
十
歳
至
寂
年

七

十

五

歳

間
)
に
参
讐

ー
象

山
(
二
十
四
歳
)
の
父
賀
卒
。

楊
慈
湖

入
門
、

八
石
寺

に
遊

ぶ
(
三
十

四
歳
)
。

朱

子
と
鷲
湖
寺

に
会
論
。

陸

子

学

禅

考

(久
須
本
)

一
四
七



一
四
八

四

十

三

歳

●

盧

山
(白
鹿

洞
書
院
)
に
赴

く
、
禅
刹
遊

歴
?

五

十

歳

前

後

●

五西光

十紀宗一紹

農垂
残年年

・●

 

●

1
四
十
九
歳
よ
り
五
十
三
歳
迄
象
山
に
居

住
。

徳
光
(
六
十
八
歳
頃
)
に
参
禅
。

ー
新
興

・
翠
雲

・
資

国

・
慧
照
各
刹
遊
行
。

明
年
十

一
月
郷

の
永
興
寺
に
葬
る
。

朱
子
、
西
紀

=

一〇

〇
、

七
十

一
歳
残
。

ω

学
蔀
通
弁

の
版
本

で
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫

(
名
古
屋
市
)

に
は
、
寛
文
三
年

(
一
一
六
三
)
刊

と
朝
鮮

刊

の
二
種

類

の
版
本
が

あ
る
。
寛
文

.

安
政

(
四
年

、

一
八
五
七
)
の
両
本

は
四
冊

で
、
朝
鮮
刊
本

は
二
冊
で
あ
る
が
、
三
本
共
に
十

二
巻
で
あ
る
。
寛

文

.
安
政

両
本

の
終
篇
、
巻
下

に
は近
見
河
南
崔
后
渠
侍
郎
銑
序
二楊
子
折
衷
一、
湛

甘
泉
著
、
謂
仏
学
至
昌達
磨
曹
渓

一、

論
転
径
戴
、
宋

大
慧
授
昌
之
張
子
紹

一、

其
徒
得

光
又
授
昌
之

陸
子
静
一、
子
静

伝
昌之
楊
慈
湖

一、
術
説
謝
章
、
益
無
昌忌
陣
一、
謳
昌
殿
聖
賢
一、
重
為
昌道
露
一、
不
レ
有
昌整
奄
酒
厘
諸
公

一、
中
華
其
夷
乎
、
按
崔
公

此
叙
甚
確
、
第

未
レ
詳
下得

光
授
昌子
静

一来

歴
出
申何
書
よ、

必
有
昌明
拠

一、
恨
聞
見

孤
晒
、

不
レ
及
下見
昌崔
公

和

歩
之
、
姑
記
俊
レ考
。

を
録
し
て

い
る
が
、
朝
鮮
本
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
寛

文

・
安
政
両
本

の
該
文

は
、
楊
子
折
衷
序

に
関
す

る
も

の
の
み
で
あ
る
。
次

の
文
は

寛
文

・
朝
鮮
両
本

の
後
篇
、
巻
中
に
は
収
録

さ
れ
て

い
る
が
、
安
政
本

に
は
欠
如

さ
れ
て

い
る
。

按
宋
末
周
公
謹
所
著
斉
東

野
語

謂
、
横
浦
張
氏
子
詔
、
象

山
陸
氏
子
静
、
皆
以
昌其
学

一伝
授
、

而
張
嘗
参

一禅
宗
果
一、
陸

又
参

一果
之
徒
得
光

一、

故
其
学
往
往
流
二於
異
端

一、
而
不
昌自
知
一、

近
見
三河
南
崔
後
渠
侍
郎
銑
序
昌湛

甘
泉
所
レ
著
楊
子
折
衷

一、
謂
仏
学
至
昌達
磨
曹
渓
一、

論
転
径
戴
、

宋
大
慧
撰

乏

張
子
詔

一、
其
徒
得
光
又
授
昌之
陸
子
静
一、

子
静
伝
　之
楊
慈
湖

一、
術
説
詔
章
、
益
無
二忌
悼
一、

諺
昌殿
聖
賢

一、
重
為
二道
慰
一、

近

世
論
昌象

山
師
友
淵
源

一、
莫
レ具
昌於
此

二
言

一突
、
愚
謂
象
山
養
神
底
裏

近
世

学
者
既
未
昌嘗
勘
破
一、
似

(以

?
)
此
師

承
伝
授
、
隠
微
亦
未
晶嘗

放
識

一、
而
惟
軽
信

真

改
換
遮
掩
之
言
一、
所
昌以
坐
為
所
つ蔀
也
、
由
レ
之
観
レ之
、

然
後

知
三
象
山
養
神
宗
旨
皆

出
昌於
宗
果
得
光
之
緒
余

一、

而
陸



学
無
昌復
弁

一夷
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
楊
子
折
衷
序

の
文
が
、
寛
文
本

に
は
後

・
終
両
篇

に
、
安
政
本

に
は
終
篇

に
、
朝
鮮
本

に
は
後
篇

に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録

さ
れ
て

い
る
。
斉
東

野
語

の
文
は
、
寛

文

・
朝
鮮
両
本

の
後
篇

に
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
安
政
本
に
は
存
し
て

い
な

い
。
既
掲
、
後
文
中

の
「
近
見
河
南
」

の
見
は
、
安
政
本

に
よ

っ
た
が
、
寛
文

・
朝
鮮
両
本

に
は
日
と
な

っ
て
い
る
。
蓋
し
日

の
字
は
誤
字

で
あ

っ
て
見
が
正
し
い
。
な

お
、

「
似
此
」

の
似
に

つ
い
て
、
寛

文

・
朝
鮮

両
本

と
も
似

に
な

っ
て

い
る
が
、
恐

ら
く
以

の
字
で
あ
ろ
う
。

圖

仏
祖

歴
代

通
載

の
彼

の
伝

に
於
け

る

父
術
母
蓑
、
夢

　異
僧
入
・室

、
驚
繕
有
レ娠
、
既

生
、
乃
祖

日
、
吾
家
世
積
レ徳
、
乃
生
此
児
、
必
光
宝
口
門
一、
因
レ是
命
名
。

に
徴
し
て
も
、
徳

光
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ

る
。

㈲

象
山

の
所
謂

維

摩
使
昌須
菩
提

置
レ鉢

欲
レ
去
之
地
一。

の
典
拠
を
、
維
摩
詰
所
説
経

(昭

和
新
纂

国
訳
大
蔵
経
、
経
典
部
、
第

六
巻
)
に
徴
し
て
見
る
と
次

の
如

く
で
あ
る
。

仏
、
須
菩
提
に
告
げ
た
ま
は
く

「汝
行

き
て
維
摩
詰

に
詣

り
て
疾

を
問

へ
」
。
須
菩
提
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
『
世
尊
、
我
、
彼

に
詣
り

て
疾

を
問

ふ
の
任
に
堪

へ
ず

。
所

以
は

い
か
ん
。
憶
念
す

る
に
、
我
、
昔
其
舎

に
入
り

て
従

ひ
て
食
を
乞

ふ
。
時
に
、
維

摩
詰

、
我
鉢
を
取
り
飯

を

盛
り
満
し
て
、
我
に
謂
ひ
て
言
は
く
、

「唯
、
須
菩
提

、
若

し
能

く
食

に
於

て
等
し
く
ば
、

諸
法
も
亦
等
し
。
諸
法
等
し
く
ば
、

食

に
於

て
も

亦
等
し
。
是

の
如

く
乞
を
行

じ
、

乃
ち
食

を
取

る

べ
し
。

(中
略
)
。

一
切
衆
生

に
於

て
怨
心
有
り
、
諸
仏
を
諺
り
、
法
を
殿
り
て
衆

の
数

に
入
ら

ず
、
終
に
滅
度

を
得
ず

。
汝

若
し
是

の
如

く
な
ら
ば
、
乃

ち
食

を
取

る
べ
し
」
と
。
時

に
、
我
、
世
尊
、
此
語
を
聞
き
て
、
荘

然
と
し

て
、
是

れ
何

の
言
な
る
や
を
識

ら
ず

。
何

を
以

て
答

へ
ん
か
を
知

ら
ず
。
便
ち
、
鉢
を
置
き
て
其
舎
を
出
で
ん
と
欲
す
。
維

摩
詰

言
は
く
、

「
唯
、
須

菩
提
、
鉢
を
取
り
て
催
る
る
こ
と
勿

れ
。
意

に
於

て
云
何

。
如
来
所
作

の
化
人
、
若
し
是

事
を
以
て
詰
ら
ん
に
、
寧
ろ
催
る
る
こ
と
有
り

や
否

や
」
。
我
言
は
く
、
「
不
」。
維
摩

詰
言
は
く
、

「
一
切

の
諸
法

は
幻
化

の
相

の
如
し
。
汝
催

る
る
所
有
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
所
以

は
い
か
ん
。

一
切

の
言
説
は
是
相
を
離

れ
ず
、
智
者

に
至
り
て
は
文
字

に
著

せ
ず
、
故

に
催
る

る
所
無
し
。
何
を
以
て

の
故
に
。
文
字

は
性

を
離

る
。
文
字

有
る
こ
と
無
し
。
是
れ
則
ち
解
脱

な
り
。
解
脱

の
相

と
は
即
ち
諸
法
な
り
」
と
。
維
摩
詰
、
是
法
を
説
け
る
時
、
二
百
の
天
子
、
法
眼
浄
を
得

た
り
。
故
に
、
我
彼
に
詣

り
て
疾

を
問

ふ
に
任

へ
ず
』

と
。

(弟
子
品
、
第
三
)
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九



一
五
〇

叫

准
南
子

の
斉
俗
訓

に
あ
り
。

㈲

講
習
豊
無
レ楽

、
讃
磨
未
レ有
レ涯
、
書
非
レ貴
昌
口
諦
一、
学
必
到
昌心
斎
一、
酒
可
レ
陶
昌吾
性
一、
詩
堪
レ述
昌所
懐

一、
誰

言
昌曽
点
志

一、
吾
得
昌与
レ之
借

一。

(
全
集

、
巻

三
十

六
、
紹

興
二
十

三
年
癸
酉
十
五
歳
条
)

㈲

回
日
、
敢
問
昌
心
斎

一、
仲
尼

日
、
若

一
レ志
、
無
出聴
レ之
以
ウ耳
、
而
聴
レ之
以
レ
耳
、
無
昌聴
レ
之
以
つ
心
、
而
聴
レ之
以
レ気
、
聴
止
昌於
耳

一、
心
止
昌於

符
一、
気
也
者
、
虚
而

待
レ物
者
也
、
唯
道
集
レ虚
、
虚
者
心
斎
也
、

顔

回
日
、

回
之
未
昌始
得
ツ使
、
実
自
回
也
、
得

レ使
レ
之
也
、

未
昌始
有
ワ
回
也
、

可
レ謂
レ虚

乎
、
夫
子

日
、
尽
　
。

(荘
子
、
人
間
世
)

働

世
尊
臨
昌
入
浬
薬
一、

文
殊
請
レ仏
再
転
昌法
輪

一、
世
尊
咄
云
、

四
十
九
年
住

世
未
三嘗
説
昌
一
字

一、
汝
請
、
吾
再
転
昌法
輪
一、

是
曽
転
昌法
輪

一耶
。

(葛
藤
集
、
巻
上
)

挙
梁
武
帝
問
昌達
磨
大
師

一、
如
何
是
聖
諦
第

一
義

、
磨
云
、
廓

然
無
聖
、
帝

日
、
対
レ朕
者
誰
、
磨
云
、
不
識
。
(雪
賓

百
則
類
古
、
第

一
則
)

圖

こ
れ
は
鷲
湖

の
会

に
赴
く
途
次

に
於

い
て
、
兄
復
斎

の

該
提
知
レ愛
長
知
レ欽
、
古
聖
相
伝
只
此
心
、
大
抵

有
レ基
方
築
レ室
、
未
レ聞
無
レ
趾
忽
成
レ謬

、
留
昌情
伝
註

一翻
榛
塞
、
著
昌意
精
微

一転
陸
沈
、
珍
重

友

朋
相
切
琢
、
須
レ
知
至
楽
在
昌
干
今

一。

(宋

元
学
案

、
巻

五
十

七
、
峻
山
復
斎
学
案

、
鵡
湖
示
瓢同
志
一詩
)

の
詩
に
対
し
て
作

れ
る
象
山

の
次
韻
詩

の
後
半
で
あ
る
が
、
そ

の
前
半
は
次

の
詩

で
あ
る
。

城
墓

興
レ哀
宗
廟
欽
、
斯
人
千
古
不
磨
心
、
滑
流
滴
到
槍
浜
水
、

拳
石
崇
成
泰

華
謬

。

鵡
湖

の
会

三
年
後
、
朱
子
は
象
山

・
復
斎

の
詩
に
次
し
て
、
次

の
詩
を
賦
し
て

い
る
。

徳

業
流
風
夙
所
レ欽
、

別
離
三
載
更
関
レ
心
、
偶
携
昌
黎
杖

一出
二寒
谷

一、

叉
柾
昌
藍
輿

一度
　遠
謬

一、
旧
学
商
量
加
昌遼
密
一、

新
知
培
養
転
深
沈
、
只

愁
下説

到
晶
無
言
処

一、

不
歩
信
三
人
間
有
昌古
今
。

(象
山
全
集
、
巻
三
十

六
、
年

譜
三
十
七
歳
条
)

朱
子

は
象

山
を
称
讃

し
敬
服
す

る
反
面
、
そ

の
簡
易

の
学
を
主
唱
す
る
こ
と
を
愁
え
て

い
る
。

働

義
利

の
説

は
、
論
語
、
里
仁
第
四

に

子

日
、
君
子

喩
於

義

一、
小
人
喩
昌於
利
一。

と
あ
る
。

こ
れ
は
憲
問
第
十
四
に
於
け
る

子

日
、
君
子

上
達
小
人
下
達
。



と
意
異

な
ら
な

い
。
故

に
象
山
も

上
達

下
達
、
即
是
喩
レ義
喩
レ利
。

(
全
集
、
巻

三
十

五
)

と
述

べ
て

い
る
所

で
あ
る
。
彼

は
義
利
公
私
を
分
け
て

惟
義
惟

公
、
故
経
レ
世
、
惟

利
惟
私
、
故
出
レ世
。

(
全
集
、
巻

二
、
与
二王
順
伯

一)

と
述

べ
て

い
る
が
、

こ
の
義
利
公
私
を
以
て
儒
釈
を
分
看
し
、
儒
は
義

に
し
て
公
、
釈

は
利

に
し

て
私
と
し

て
い
る
。

㈲

題

慧

照
寺

一

春

日
重
来
慧
照
山
、
経
年
詩
債
不
=曽
還
一、
請
レ
君
細

数
題
名
客

、
更
有
三何

人
似
昌我

頑
一。

㈲

宋

元
学
案
、
巻

五
十

八
、
庭
顕
条
参
照
。

圃

楊

・
蓑

・
紆

・
沈

の
四
先
生

に

つ
い
て
は
、
宋
元
学
案
に
於
け
る
巻
七
十
四

の
慈

湖
学
案

、
巻
七
十

五
の
黎
斎
学
案
、
巻
七
十
六

の
広
平
沈
川

学
案
を
参
照
。
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子
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(
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